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指摘機関数と項目毎の指摘割合

施設基準等に関する事項 【参考】令和５年度 調査機関数 １７０機関（病院のみ実施）

調査を実施した全病院のうち、９割以上が総論的事項の項目について、指摘を受けている。

調査を実施した全病院のうち、７割以上が基本診療料の項目について、指摘を受けている。

項目 機関数 調査機関数に
対する割合

総論的事項 153 90.0%

基本診療料 128 75.3%

うち、入院基本料等 67 39.4%

うち、入院基本料等加算 95 55.9%

うち、特定入院料 16 9.4%

特掲診療料 25 14.7%

入院時食事療養等 5 2.9%
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総論的事項に関する主な指摘事項

施設基準の届出事項と院内掲示の内容が一部相違しているので、改善すること。

個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書の発行に係る院内掲示について、「医療費の内容の分かる領収証及び個別の診療報
酬の算定項目の分かる明細書の交付について」（令和４年３月４日保発0304第２号厚生労働省保険局長通知）の別紙様式７を
参考に掲示内容を改善すること。

入院基本料等に係る入院診療計画の基準について、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについ
て」（令和４年３月４日付け保医発0304第２号厚生労働省保険局医療課長通知）の別添６の別紙２を参考に、様式を整備する
こと。

入院基本料等に係る褥瘡対策の基準について、「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて」
（令和４年３月４日保医発0304第２号厚生労働省保険局長通知）の別添６の別紙３を参考に、様式を整備すること。

主な指摘事項

項目 指摘
件数

指摘件数合計に対す
る指摘件数の割合

返還
件数

指摘のうち
返還となった割合

院内掲示に関する指摘 212 46.2% 0 0.0%

入院基本料等に係る５基準 184 40.1% 0 0.0%

医師・看護職員・病院の医療従事者の
負担の軽減及び処遇の改善に資する体制 63 13.7% 0 0.0%
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基本診療料（入院基本料）に関する主な指摘事項

入院基本料等に係る病棟に勤務する看護要員の勤務実績表（令和４年３月４日付け保医発0304第２号厚生労働省保険局医療課
長通知の別添７の様式９）について、勤務時間及び夜勤時間の計上に誤りが確認されたので、今後は、正確に計上するととも
に、病院全体で毎月点検を行う等、看護要員の勤務時間の適切な管理を徹底すること。

急性期一般入院料について、夜勤については看護師１を含む２以上の数の看護職員が行っていないことを確認したので、改善
すること。

• 准看護師２名により夜勤を行っている日がある。

• 夜勤を行う看護職員２名のうち、１名が救急外来に係る業務を行っている日がある。

療養病棟入院基本料について、当該病棟に入院している患者に係る褥瘡の発生割合等について、継続的な測定及びその結果に
基づく評価を行っていないので実施すること。

主な指摘事項

項目 指摘件数 指摘件数合計に対す
る指摘件数の割合 返還件数 指摘のうち返還と

なった割合

一般病棟入院基本料 50 51.0% 4 8.0%

療養病棟入院基本料 38 38.8% 1 2.6%

精神病棟入院基本料 4 4.1% 0 0.0%

障害者施設等入院基本料 6 6.1% 0 0.0%
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基本診療料（入院基本料等加算）に関する主な指摘事項

急性期看護補助体制加算及び看護補助加算について、看護職員と看護補助者との業務内容及び業務範囲を年１回以上見直しが
行われていることを確認できなかったので、見直しを行い、その記録を残すなど、適切に管理すること。

医療安全対策加算１・２について、医療安全管理部門の業務指針及び医療安全管理者の具体的な業務内容が不十分なので、院
内規程等を整備すること。

医療安全対策加算１・２について、医療安全管理部門が行う業務に関する基準について、各部門において当該対策に係る実施
状況の評価が行われていないので、適切に評価を実施し、業務改善計画書を作成すること。

感染対策向上加算１・２・３について、感染制御チームにおいて、院内感染事例の把握及び各病棟の巡回が行われていないの
で、院内感染事例の把握を行うこと。

主な指摘事項

項目 指摘件数 指摘件数合計に対す
る指摘件数の割合 返還件数 指摘のうち返還と

なった割合

急性期看護補助体制加算 19 9.7% 2 10.5%

看護補助加算 25 12.8% 0 0.0%

医療安全対策加算１ 21 10.7% 2 9.5%

医療安全対策加算２ 34 17.3% 0 0.0%

感染対策向上加算３ 16 8.2% 0 0.0%
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基本診療料（特定入院料）に関する主な指摘事項

救命救急入院料について、入院患者数及び看護師数が確認できる記録がなく、その配置状況を正確に確認することができない
ので、今後は、適切に記録し管理すること。

地域包括ケア入院医療管理料について、入退院支援部門に専従者として配置された看護師が病棟業務及び外来業務を兼務して
いることを確認したので、改善すること。

主な指摘事項

項目 指摘
件数

指摘件数合計に対す
る指摘件数の割合

返還
件数

指摘のうち
返還となった割合

救命救急入院料４ 4 16.0% 0 0.0%

地域包括ケア病棟入院料１及び
地域包括ケア入院医療管理料１ 6 24.0% 0 0.0%

地域包括ケア病棟入院料２及び
地域包括ケア入院医療管理料２ 3 12.0% 2 66.7%
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特掲診療料に関する主な指摘事項

外来腫瘍化学療法診療料１について、本診療料を算定している患者からの電話等による緊急の相談等に２４時間対応できる連
絡体制の整備が不十分なので、体制を整備すること。

薬剤管理指導料について、入院中の患者ごとに作成する薬剤管理指導記録に患者の副作用に関する状況等必要な事項が適切に
記載されていないので、記載内容を改善すること。

検体検査管理加算Ⅱについて、臨床検査の適正化に関する委員会の設置が不明確なので、当該委員会の設置、構成員及び活動
内容が明確になるよう院内規程等を整備すること。

主な指摘事項

項目 指摘件数 指摘件数合計に対す
る指摘件数の割合 返還件数 指摘のうち返還と

なった割合

外来腫瘍化学療法診療料１ 4 10.5% 0 0.0%

薬剤管理指導料 5 13.2% 0 0.0%

検体検査管理加算Ⅱ 2 5.3% 0 0.0%
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入院時食事療養等に関する主な指摘事項

患者に提供される食事とそれ以外の食事を同一の組織で行っている場合において、その帳簿類、出納及び献立盛り付けなどが
明確に区別されていないので、明確にするよう改善すること。

主な指摘事項

項目 指摘件数 指摘件数合計に対す
る指摘件数の割合 返還件数 指摘のうち返還と

なった割合

入院時食事療養等 5 100.0% 0 0.0%
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